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1 は じ め に

最近 ,絹需要の多様化に伴い,各用途に適する繭の生産

技術確立に関する研究が活発に実施されている。

著者は,こ れまで太繊度蚕品種の飼育性状について調査

したところ,本品種 tま一般品種に対して繭重,収繭量では

優る反面,他の形質,特に化蛹歩合,繭糸長,生糸量歩合

では劣る傾向を示した。

ところで高山・ 太田0は , 同じく繭層歩合, 生糸量歩

合の劣る細繊度蚕品種日505号・ 日506号 ×中505号・中

506号 (愛称 :あ けぼの)に対して,イ ミダゾール系化合

物の一種SSP-1lW(以下A」 Hと 記載)を投与したと
ころ繭層歩合及び生糸量歩合の向上が図られたことを報告

した。

そこで,こ の手法が太繊度蚕品種にも適用するか検討し

たところ.若干の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

(試験 1〕

1988年春 ,初秋 ,晩秋蚕期に太繊度蚕品種 3系統と対照

品種 (春蚕期 :日 134号 ×支135号 ,初秋 ,晩秋蚕期 :日

137号 ×支146号)を用いた。稚蚕期 (1～ 3齢)は当場
の常法により飼育,4齢期以降は保温機能のみ可能な壮蚕
飼育施設で新梢又は正葉給与による蚕箔育 (♀ :50,δ :

50計 100頭/区)を行った。

A」 Hは 750倍 に水で希釈 し,溶液中に新梢 (正葉)を

瞬時浸漬しその後日陰で萎れない程度に風乾,表 1～ 2の

とおり5齢期の各時期に給与した。

〔試験 2〕

1989年春蚕期に日507号・ 日508号 ×中507号・中508

号 (愛称 :さ きがけ)を掃立から4齢期までは当場の慣行

に基づき飼育,5齢起蚕で 1区 1,000頭 とし1段蚕座によ
る条桑育を行った。

A」 H浸漬条桑の調製は直方体 (幅 75m,長さ120m,
深さ20m)の ポリ製箱にA」 H750倍希釈液502を 入れ ,
これに条桑を数秒浸漬直ちに引き上げ直射日光の当らない

壁面に立て掛け雫を切り,そ の後結束しピロシートで包み

貯桑庫内に保管した。一方 ,A」 H投与の省力化を図るた

め,予め調製 しておいたA」 H希釈液 (750倍 ,375倍 ,

188倍)を冷蔵庫内に保管しておき,必要時に所要量を小

型手押し噴霧器で給桑直後の蚕座 (条桑)に噴霧投与した。

なお,給桑回数は1日 2回とし, 1回当りの噴霧量は条桑

給与量のおよそ10%と した。噴霧回数は4回 (5齢 7日 目

の夕方, 8日 目の朝と夕方そして9日 目の朝)であり,そ
の総量は 1区 (1,000頭 )当 り1,350ml程度となった。

3 試験結果及び考察

は験 1〕

飼育方法が蚕箔育という小規模試験のため虫質への影響

には言及できないが ,繭質は次のとおり各区間で差が見ら

れた。

まず ,繭重は各品種とも5齢前期 (飼育後24時間目から

48時間投与)投与で増大,後期 (同 120時間日以降からの48

時間投与)では軽量化した。

表 l AJHの 投与時期と繭質

表 2 A」 Hの投与時期と繭質 (1,88年 初秋蜃期)
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表 1及び2に繭層重等の結果を示した。繭層重は数値が

ある程度ばらついているものの 5齢前期投与では無投与対

照区と同等か若干の増加が,ま た,同後期投与では無投与

対照区を100と した指数で最大値 111とかなりの向上を示

した。次に繭層歩合では同じく後期投与で 113(実数で 3

ボイント)ま で向上効果が認められた。

ここでAJHの効果的投与時期に触れると,各蚕期とも
5齢館食後120時 FH5日 から48時間投与力颯 難であり,特 に

気温の低い春蚕期では同144時 間目からの方が更に効果的

であると思われた。

〔試験 2)

試験 2ではある程度普及性を考慮し,試験規模を大型化

して飼育上の問題点,虫質,繭質への影響を調査した。 5

齢飼育経過は無投与対照区が最も短く.続いてA J H 750

倍浸漬桑給与区,A」 H希釈液噴霧区の順となり噴霧区の

188倍区が最も長くなった。

表 3に示したようにA」 Hの投与で太繊度品種「さきが

け」は,化蛹歩合が低下する傾向を示し,浸漬桑給与区 ,

高濃度噴霧区で著しかった。前報1)の「あけぼの」への

A」 Hの投与試験 (条桑育)で は,浸漬桑給与区でも932

%(無投与区962%)の数値を示したことを比較すると太
繊度品種は虫質に影響を受けやすい品種であることが推察

される。

したがって,本品種へのA」 Hの投与法では,濃度.投与

表 3 条桑育 5齢後期にAJHを与えた太繊度蚕品
種 (さ きがけA)の虫繭質 (1,8,年 を蚕期〉

試験規模  1区 1,OOO頭

量の再検討が必要と思われる。なお,浸漬桑給与の低数値

原因としては,噴霧法では噴霧むらがあるので蚕児はA」

H未付着部分も食下すると考えられるが,浸漬桑給与区で

は,これがなくA」Hを多く食下した可能性がある。

繭重は 〔試験 1〕 同様やや軽量化し,繭層重では750倍

液噴霧区等A」 H投与各区で重くなり,蛹体重は750倍液

噴霧区を除き軽量化 した。また,繭層歩合はA」 H投与各

区とも向上した。

以上の結果 ,A」Hの投与は繭層歩合の向上効果を示し

たが,試験によっては虫質低下もみられ,虫質低下と繭層

歩合向上に関連性が認められた。本試験の範囲内では,750

倍液噴霧区が虫質を低下することなく繭重を無投与区並に

保ち,さ らに繭層重が増大し最も良い結果が得られた。ま

た,浸漬桑給与区においては,浸漬桑の調製に手間を要し

5齢盛食期に多く労力を費やすことは養蚕農家にとって好

ましいことではない。これに対し,噴霧法は,薬液の調製

が事前にでき,簡便な方法といえる。

4 ま  と  め

太繊度蚕品種の欠点である繭層歩合の向上を図るため .

二つの試験を試みた。

その結果 ,A」Hの繭層歩合向上効果は,他品種同様 5

齢期後半の投与により発揮された。

しかし,本品種では,繭層歩合の向上が大きいほど虫質

が低下する傾向が認められた。

また,従来まで実施されてきたA」H浸漬桑給与法より

も同濃度のA」 H液蚕座 (給与桑)噴霧法が簡便で最も効
果的であることがわかった。

以上の結果,太繊度蚕品種へのAJH投与効果は認めら
れたが,繭層歩合の向上効果に虫質の低下が付随するため ,

細繊度品種や普通品種にみられるような3ポ イント (繭層

歩合)以上の効果は期待せず,現時点では1ポ イント程度
の向上を目標にする。一方,適正処理濃度は検討を要する。
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